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第２回 持続可能な生産消費形態のあり方検討会 

海外での取組事例 

 

1. はじめに 

国連環境計画（UNEP）では 2012 年のリオ＋20 を踏まえて、世界全体として低炭素型ライフス

タイル・社会システムの確立を目指すことを目的に「持続可能な消費と生産に関する 10 年計画

枠組み（10YFP）」を実施している。10YFP では、the One Planet Platform を通して持続可能な

消費と生産に関する様々な取組を６種類のプログラム（持続可能な公共調達、持続可能な観

光、持続可能な消費と生産に関する消費者向け情報、持続可能な建物と建設、持続可能な食

品システム、持続可能なライフスタイルと教育）に分類し、そのデータベースを公開している。 

  

https://www.oneplanetnetwork.org/ 

 

2. 海外での取組事例 

以下に本検討会に参考となる海外、特に低位中所得国・高位中所得国の事例の一部を示す。 

① 持続可能な消費と生産に関する消費者向け情報 

1) The “Green Sustainable Consumption Week”：中国チェーンストア経営協会

（China Chain Store & Franchise Association）が実施しているプロジェクト。食

品、衣料、家庭用品等の小売業界を中心とした持続可能な製品に関する情報

を消費者に普及させることを目的に、各種キャンペン活動を実施している。

2017 年は、中国 120 都市でキャンペン活動を実施し、延べ 3000 万人の消費

者を巻き込んだ。https://www.oneplanetnetwork.org/initiative/green-

sustainable-consumption-week 

 

 
2019 年北京でのキックオフイベント 森林管理協議会（FSC）認証商品の

展示・販売 

 

2) Sustainable Consumption Platform: Mi Código Verde：チリで実施している消費

者向けデータベース。関連する認証を受けた商品やリサイクル素材を商品をウ

ェブサイトで公開している。https://micodigoverde.cl/ 
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② 持続可能な食品システム 

1) Plan Nacional de Reducción de Pérdidas y Desperdicio de Alimentos：アルゼン

チンにおける食品ロス・廃棄物の削減に向けたステークホルダー連携プロジェ

クト。民間企業、政府、大学・研究機関、NGO と連携による国レベルでのキャン

ペーン活動"Valoremos Los Alimentos" ("Let`s Value our Food")を実施。

http://www.alimentosargentinos.gob.ar/HomeAlimentos/ValoremoslosAlimento

s/ 
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2) Title: Southern African Sustainable Seafood Initiative (SASSI) programme: 

Safeguarding our seafood value chain in Southern Africa：南アフリカにおけ持

続可能なる魚介類消費に関する連携活動。科学的な知見を根拠とした持続可

能な魚介類消費に関する知識を統合し、消費者、飲食業界、小売業界、漁業

者、政府、NGO 等に情報を共有するとともに、意識啓発・能力開発の取組も実

施。http://wwfsassi.co.za/ 
 

 


